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弟
子
の
一

人

で

あ
っ

た

マ

ル

ト
ン

・

チ
ォ

ゲ
ェ

ル

（

＝
二

世
紀）

は
、

こ

の

格

言
の

偈
頌
と

同
じ

教
え
を
持
つ

説
話
の

文
章
を

師
・

サ

キ

ャ

パ

ン

デ

ィ

タ
に

確
認
を
取
り

、

転
載
し

て

い

る
。

　

著
者
の

研
究
の

結
果、

マ

ル

ト
ン
・

チ

ォ

ゲ
ェ

ル

が

こ

の

『

サ

キ

ャ

・

レ

ク

シ

ェ

』

の

格
言
の

偈
頌
に

対
し
て

転
載
し

た

説
話
は
、

影

印
　
北
京

版
『

西

蔵

大

蔵
経
』

第
四

〇

巻
愾
一

〇
一

五

の

冨
⇔

印qp

ロ

ぽ
叫

げ
N
餌
ロ

Bo
嘗

詳
o
 

ワ゚

O
麟

σ
H

す
臨

燭

”、

即
ち

、

ス

マ

ー

ガ

ダ
ー
・

ア
ヴ

ァ

ダ
ー

ナ

　（
ω
＝

ヨ
鯛
ぴq

巴
嘉
餌

く

巴
凶
コ

巴

で

あ
る

こ

と

が

理
解
で

き

た
。

　

次
に
、

北
京
版
『

西
蔵
大
蔵
経
』

第

四

〇

巻
恥
」

〇
一

五

を

マ

ル

ト

ン
・

チ
ォ

ゲ
ェ

ル

が

ど

の

よ

う
に

要
約
し

て

『

サ
キ

ャ

・

レ

ク

シ

ェ

の

注

釈
書
』

に

書
い

た
の

で

あ
ろ

う
か

。

［、
西
蔵
大
蔵
経
』

の

説
話
を

説

明
し

な

が

ら
『

サ
キ

ャ

・

レ

ク

シ

ェ

の

注
釈
書
』

と

異
な
る

箇
所
を

説
明
し
て

い

く
。

　

む

か

し、

シ

ュ

ラ

ー

ヴ
ァ

ス

テ

ィ

に

仏

陀
が

住
ん
で

い

た
。

ア

ナ

ー
タ

ピ

ン

ダ

タ
の

娘
の

ス

マ

ー

ガ

ダ
ー

も
住
ん
で

い

た。

ス

マ

ー

ガ

ダ

ー
は
ジ

ャ

イ
ナ

教
徒
の

ヴ
リ

シ

ャ

バ

ダ
ッ

タ

と

結

婚
し
て

、

南
方
の

国
の

プ
ン

ド

ラ

ヴ
ァ

ル

ダ
ナ

の

町
に

行
っ

て

住
む

。

し
か

し
、

ス

マ

ー
ガ
ダ
ー

は

そ

の

家
で

ジ
ャ

イ

ナ

教
の

僧
侶
た
ち

を

見
て

「

こ

れ
ら

の

僧
侶
は

尊
敬
す
る

人
々

で

は

な
い

。

仏

陀
様
が

尊
敬
す
る

人
で

す
」

と

言
う

。

夫
の

家
族
は

仏
陀
を
こ

の

町
に

招

待
す
る

。

こ

れ
に

対
し

『

サ

キ

ャ

・

レ

ク
シ

ェ

の

注

釈
書
』

で

は
、

そ
の

町
で

ス

マ

ー
ガ

ダ
ー

は
悲
し
い

顔
を

し

て

い

た
。

親

戚
の

者
た

ち

は

ス

マ

ー

ガ
ダ

ー
に

「

あ
な
た

は
、

な
ぜ

、

悲
し

い

顔
を
し

て

い

る

の

か
」

と

た
ず
ね
る

。

ス

マ

ー

ガ

ダ
ー
は

「

こ

こ

に

は

喜
捨
の

畑

が

な

い

か

ら

悲
し
い

の

で

す
。

喜
捨
す
る

人
は
、

仏

陀
様
で

す
」

と

答
え

る
。

そ
の

た

め

夫
の

家
族
は

仏
陀
を

こ

の

町
に

招
待
す
る

。

次
に
、

仏
陀

と

神
通
力
を
備
え
た

十
三

人
の

仏
陀
の

弟
子
た
ち

が

神
通
力
を

示

し

な

が

ら
シ

ュ

ラ

ー
ヴ
ァ

ス

テ

ィ

か

ら
プ

ン

ド

ラ

ヴ
ァ

ル

ダ
ナ

の

町
に

や

っ

て

来

る
。

仏
陀
は

こ

の

町
で

ス

マ

ー
ガ
ダ
ー

を
は

じ

め
、

多
く
の

人
々

に

仏
法

を

説
法
し

、

こ

の

町
に

住
む

異
教
徒
を
仏
教
徒
に

し
た
。

　
こ

の

格
言
の

偈
頌
に

言
う
賢
い

人
は
、

こ

の

説
話
で

は

ス

マ

ー

ガ

ダ
ー

で

あ
る

。

ス

マ

ー
ガ

ダ
ー
は

賢
か

っ

た

け
れ
ど

も
、

さ

ら

に

プ
ン

ド
ラ

ヴ

ァ

ル

ダ
ナ

の

町
に

仏
陀
を
招
待
し
て

仏
陀
の

説
法
を
聞
い

た
。

『

プ

ラ

サ

ン

ナ
パ

ダ
ー

』

　
　

『

八

千
頌

般
若
経
』

に

引
用
さ

れ

る

庄

　
司

史

生

　
バ

ー
ミ

ヤ
ー

ン

出
土

般
若
経
写
本
（
ニ

ー
三

世
紀
頃）

は
、

現
存
『

八

千
頌
般
若

経
』

（
以
下
『

八

千
頌
』）

に

比
定
さ

れ

る

も

の

の、

そ

れ

白
体

に

偈
頌
数
の

明

記
は

な

く
、

そ

の

時
点
で

は

偈
頌
数
に

よ

る

「

般
若

経
」

の

分
類
が

意
識
さ

れ
て

い

な

か
っ

た

も
の

と

考
え

ら

れ

る
。

そ
の

後、

梵

本
が

現
存
す
る

『

佛
母
般
若
波
羅
蜜
多
圓
集
要
義
論
』

（
陣
那、

五

世
紀
）

に

「

八

千
〔

頌〕
」

の

語
が

見

出
さ

れ

（
第
六

偈）
、

経
録
で

は

『

開
元

録
』

（
智

昇
、

八

世
紀）

に

「

梵
文

八

千
頌
」

（

『

大

正

蔵』

五

十
五

巻

朝

逡
9
鳥）
、

蔵
文
で

は

九

世

紀
の

『

デ
ン

カ

ル

マ
』

（
ラ

ル

ー
・

芳
村

Z9

 ）

『

パ

ン

タ
ン

こ
（

川

越

窯
o°
朝）

に

「

八

千

頌
」

と

い

う

記
載

を
確
認
す
る

こ

と

が

で

き
る

。

こ

の

よ

う
に、

偈
頌
数
に

よ
っ

て

「

般
若

経
」

の

分
類
が

行
な

わ
れ、
「

般
若
経
」

と

名
づ

け

ら

れ

る

経
典
群
の

中
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で

差
異
化
が

図
ら
れ

る
こ

と

は
合
理
的
な

方
法
で

あ
り、

そ

れ
は

現
在
に

至
る

ま

で

有
用
な
も
の

で

あ
る

。

し
か

し
、

同
じ

偈
頌

数
を
冠
す
る

「

般

若
経
」

に

も、

厳

密
に

は

系
統
が

異
な
る

文
献
が

複
数
現
存
し

て

い

る

こ

と

も

事
実
で

あ
る

。

本
稿
で

は
、

偈
頌

数
に

よ

る

「

般
若
経
」

の

分

類
に

関
す
る

問
題
点
と

し
て、

『

プ

ラ
サ
ン

ナ
パ

ダ
i

』

（

月
称、

七

世

紀）

に

引
用
さ

れ

る

『

八
千
頌
』

の

例
を

と

り
あ
げ
て

検
証
を

行
な
う

。

　
さ
て
、

蔵
訳
『

八

千
頌
』

に

は
、

異
な
る

系
統
の

テ

キ

ス

ト

が

現
存
し

て

い

る

こ

と

が

既
に

先

行
研
究
に

よ

っ

て

指
摘
さ

れ、

筆
者
は

従
来
の

研

究
に

基
づ

き
、

新
た
に

資
料
を

加
え
て

調
査
を

行
な

い
、

現
存
し

て

い

る

蔵
訳
『

八

千
頌
』

を
二

種
の

系

統
に

分

類
し
た

（
系

統
A
は

閃
01

ー

プ
ダ

ク

写
本
20
°
°。

お
、

国

11
東
洋
文
庫
所
蔵
蔵
外

Z9

ω

恕
、

い

1ー
ロ

ン

ド

ン

写
本
ZgO

ミ
、

日

11
東
京
写
本
Z9

詔

で

あ
り

、

系
統
B
は

O
暫

チ
ョ

ネ

版

乞
o．
HO8

、

U
”

デ
ル

ゲ

版
翆
o°

旨
、

悶
簿

1ー
プ

ダ

ク

写
本

三
〇°
G。

ω

゜。
、

句
ぴ

1ー
プ

ダ

ク

写

本
Zo
°
°。

ω

 
、

出

目

ラ

サ

版

宮
o°

目
、

Z

1ー
ナ
ル

タ
ン

版

乞
ρ

罷、

ω

1ー
ト

ク

パ

レ

ス

写
本

它
o

」
  、

勹

犀

北
京

版

ZP

刈

篝
、

¢

1ー
ウ

ル

ガ

版
ZP

旨

で

あ

る
。

以
上

の

中
で

系
統
A

は
、

ス

キ

リ

ン

グ
の

分
類
に

お

け
る

独
立

系
統
中
の
】

部
と

テ

ン

パ

ン

マ

系
統
中
の
一

部
に

属
し
、

一

方
で

系
統
B
は

全
て

ツ
ェ

ル

パ

・

混

合
系
統

と

な
る
）

。

　
つ

ま

り、

『

八
千

頌
』

と

名
づ

け
ら
れ

る

文

献
は
二

種

類
現
存
し
て

お

り、

目
録
や

論
書
に

お

い

て

『

八

千
頌
』

が

引
用
さ
れ

る

際
に
、

何
れ
の

系
統
の

も

の

か

明
確
に

し
て

お

く

必
要
が

あ
る

と
考
え
る

。

　
そ
こ

で、

『

プ

ラ

サ

ン

ナ
パ

ダ

ー
』

第
二

〇

章
の

用

例
（
梵
本
プ

サ
ン

本

壼
 ゜
刈

幽
O 、

蔵
訳
UZo

°
ω

G。

 

O

お
゜ 。

σ

甲
軽

、

℃

窯
o°

認
の
OH

綛
σ
悼
−

 
）

を
と
り
あ
げ

、

梵
本
『

八
千
頌
』

の

対
応

箇
所
（
第
二

章、

ヴ
ァ

イ
デ
ィ

ヤ

本
ド

『°
ω

O

山
。。°
O

、

荻

原
本

罷
゜。

し

甲
＝
P
嵩）

を

確

認
す
る

と、

『

プ

ラ

サ

ン

ナ

パ

ダ
ー

』

引
用
の

『

八

千
頌
』

と、

現

存
梵
本
『

八

千
頌
』

と

が
→

致
し
て

い

な
い

。

後
者
に

は
一

部
経
文
の

付
加

（

法

数
の

増
広）

が

見

出
さ

れ
る

。

『

八

千
頌
』

同
箇
所
に

つ

い

て
、

先
に

分
類
を
示
し
た

蔵

訳
系

統
A
（
岡

島
 

ミ
ー

げ

ρ

閉
障
ま
幽
錚
目

』
“。

咢
や
メ

→

鍾

9
−

 ）

と

系

統

B
（

Obo
 

9
山
討
9Ub

σ

O

箪
『

メ

団

跳
卜⊇

蕊
8
♪

閃

露
 

9
歯
刈

跳》

寓

鼬
げ

マ
ω

自
NZ

。。

09

己
ざ
刈唱
勺
b。

O

竃
山
冨
9

紹
録
ω

−

び
゜。v

ご
ト。

O

巴
尚）

の

該
当
箇
所
を

確
認
す
る

と、

系
統
A
が

『

プ
ラ

サ

ン

ナ

パ

ダ

ー
』

引
用

の

『

八
千
頌
』

と
一

致
し

て

い

る
。

　
こ

の

よ

う
に、

『

プ

ラ

サ
ン

ナ

パ

ダ

ー
』

と

梵
本
『

八

千

頌
』

と

の

み

を

対
比

す
る
と
、

前
者
に

お

け
る

引

用
経
文
の

脱

落、

或
い

は

経
文
省
略

の

可
能
性
を
想
定
し

て

し

ま
う
が、

蔵
訳
『

八

千
頌
』

系
統
A
を

考
慮
す

る
こ

と
で、

そ

れ
が

経
文
の

脱
落
で

は
な
い

こ

と

を
確
認
す
る
こ

と

が

で

き
る

。

　
本
稿
で

は、

『

プ

ラ

サ
ン

ナ

パ

ダ

ー
』

が

引
用
す
る

『

八

千
頌
』

の
一

例
が
、

現
存
す
る

蔵
訳
『

八

千
頌
』

系
統
A
と
一

致
す
る
と

い

う
調
査

結

果
を

報

告
し
た

。

そ

れ
に

よ
っ

て
、

偈
頌
数
に

よ

る

「

般
若
経
」

の

分
類

に

お

け
る

問
題

点
を

提
示
し
た

。

以
上

の

結
果
に

基
づ
く

考
察
に

つ

い

て

は

稿
を

改
め
た
い

。
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